
徳
島
県
規
則
第
一
号

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
二
月
十
五
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
技
能
検
定
実
技
試
験
手
数
料
規
則
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
一
級
、
二
級
、
三
級
（
高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
、
基
礎
級
及

び
単
一
等
級
の
項
検
定
職
種
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

省
令
別
表
第
十
一
の
三
の
三
に
掲
げ
る
職
種
（
省
令
別
表
第
十
一
の
三
の
四
に
掲
げ
る
職
種
並
び

に
機
械
検
査
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
和
裁
、
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
機
械
・
プ
ラ

ン
ト
製
図
及
び
電
気
製
図
を
除
く
。
）

機
械
検
査
及
び
婦
人
子
供
服
製
造

和
裁
、
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
機
械
・
プ
ラ
ン
ト
製
図
及
び
電
気
製
図

第
二
条
の
表
一
級
、
二
級
、
三
級
（
高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
、
基
礎
級
及

び
単
一
等
級
の
項
金
額
の
欄
中
「
二
十
五
歳
」
を
「
二
十
三
歳
」
に
改
め
、
「
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十

九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
及
び
「
二
級
又
は
」
を
削
り
、
「
、
九
千
二
百

円
」
を
「
九
千
二
百
円
、
二
十
三
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
被
保
険
者
で
な
い
も
の
（
以
下
「
二
十
三
歳
未

満
の
非
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
三
級
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
万
三
千
七
百
円
」
に
、
「
、
六

千
百
円
」
を
「
六
千
百
円
、
二
十
三
歳
未
満
の
非
被
保
険
者
が
三
級
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
万
六

百
円
」
に
、
「
、
四
千
三
百
円
」
を
「
四
千
三
百
円
、
二
十
三
歳
未
満
の
非
被
保
険
者
が
三
級
を
受
け
る

場
合
に
あ
っ
て
は
八
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
三
級
（
高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
に
限
る

。
）
の
項
中
「
二
十
五
歳
未
満
の
被
保
険
者
」
を
「
二
十
三
歳
未
満
の
者
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
第
二

項
中
「
二
十
五
歳
」
を
「
二
十
三
歳
」
に
改
め
、
「
で
あ
っ
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百

十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
」
を
削
り
、
「
者
で
あ
っ
て
、
」
を
「
者

（
」
に
、
「
に
お
い
て
当
該
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
（
同
日
」
を
「
（
以
下
「
受
検
申
請
日
」
と
い
う
。

）
」
に
改
め
、
同
備
考
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

こ
の
表
中
「
被
保
険
者
」
と
は
、
受
検
申
請
日
に
お
い
て
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律

第
百
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
る
者
を
い
う
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
表
一
級
、
二
級
、
三
級
（

高
等
学
校
等
の
在
校
生
が
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
、
基
礎
級
及
び
単
一
等
級
の
項
検
定
職
種
の
欄
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


